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「みんながなごめて、楽しくて、明るくて、仲よしなまち」をコンセプトにまちづくり 
8月 9日（日）に「キッズタウンNARITA No.2」が開催され、538名のこどもた

ちが夏休みに楽しい思い出を作りました。「キッズタウン NARITA No.2」は、

もりんぴあの 2 階 3 階フロアを使い、こどもたちだけで作る仮想のまちです。

こどもたちが主体のまちなので、こどものまち実行委員およびボランティアの

スタッフ以外の大人は立入禁止となります。保護者の方々は、1 階のデジタ

ルサイネージに映し出されたまちの様子を確認していました。 

538 名のこどもたちのうち 46 名はこども実行委員として、5 月よりこの日のた

めに準備を進めてきました。昨年もこども実行委員を務めた子は、昨年の反

省点をふまえて、今年新たに実行委員に加わった子は、フレッシュな意見を

出したりと、昨年以上によいまちを作ろうとがんばってきました。こどもたちは

経験不足ゆえ、いくつかの壁にぶち当たります。大人に助けを求めてくる時

もあります。その時、こどものまち実行委員は「答え」という近道を教えるわけ

ではなく、「ヒント」という道しるべを示します。時には大人が思ってもみなかっ

た発想がうまれます。コンセプトにある「なごめて」という言葉がこどもたちから

出てくるとは思ってもいませんでした。 

昨年と大きく違う点は、食品やゲームの種類が増え、より楽しめるようになりま

した。また、ハローワークの混雑緩和のため、転入時に 10 スターをプレゼント

したりと、まちが潤滑に進むためのルールを加えました。ミニコンサートにダン

スを受付、演劇のワークショップなどこどもたちが自分をアピールする場を広

げました。 

今年も小泉市長にお越しいただき、オープニングセレモニーでは、「ハッピー

で楽しく、夏休みのいい思い出になることを祈っています。今日 1日楽しんで

ください。」とご挨拶して頂きました。来年はこどものまち市長選挙をやってほ

しいなと考えています。その際には、小泉市長から選挙戦のアドバイスを頂

けたらより現実社会に近づけるのではないでしょうか。 



キッズタウン NARITA No.2 の進め方 

市役所で市民証をつくる。市民証をつくると

転入祝いとして 10スターもらえます。 

MORI×MORI ホールまたはインフォメーシ

ョンで進め方について説明を聞きます。 

ハローワークでお仕事を紹介してもらい、お

仕事カードを受け取ります。 

仕事をすると、市民証のうらにスタンプを押

してもらえます。 

仕事 15 分につき、10 スターを銀行で受けと

ります。 

スターを持ち、遊んだり、食べ物を買いに行

きます。 



  

キッズタウン NARITA No.2 フォトギャラリー 



 

  キッズタウン NARITA No.2 仕事・ブース紹介 

参加費の100円をもらい、

転入届をみて、市民証を

渡し、市民登録を行いま

す。その際に転入祝いの

10 スターを渡します。 

各店舗と連絡をとりなが

ら、必要人数を確認しま

す。仕事を見つけられるよ

うに工夫してお仕事カード

を掲示して紹介します。 

館内のパトロールをしま

す。落ちていた忘れ物の

管理をします。マナーの

悪い人を注意したり、ポイ

捨てを発見すると 30 スタ

ーの罰金をとります。 

市民の給与であるスター

の数を間違えないように

渡します。各店舗の売り

上げから預金額を記録し

ます。 

遊びにきた人にルールの

説明をします。お化けに

扮して遊びにきた人を驚

かせます。 

リサイクル品の販売をしま

す。品物をレジ袋に入

れ、買い物にきた人に渡

します。 

館内の汚れているところを

モップやぞうきんで掃除を

します。あふれたゴミ箱の

袋を交換します。 

まちの案内を行ったり、ま

ちのルールを説明したり、

パンフレットを作成し配り

ます。まいごの呼び出しも

します。 

おもちゃを作り、リサイクル

ショップで売るために作っ

た人にはスターを上げ、

持ち帰る人からは材料費

としてスターをもらいます。 

演劇のワークショップやダ

ンスの練習を行います。

表現活動はみんな大好き

です。 

“未来の公津の杜”をテー

マに絵を書き、その場に

書いた絵を飾ります。 

ドラム演奏、ピアノ演奏、

ダンスの発表が行われま

した。またホールへの呼

び込みを行います。 



1 階から売り場までカレー

を運びます。同じ分量に

なるようにごはんとルーを

盛り、スプーンをつけ販売

します。 

1 階から売り場までやきそ

ばを運びます。パックにい

れて、輪ゴムでとめ、割り

ばしをつけて販売します。 

わたがしを作る人、お金を

もらう人と分担し、来た人

に販売します。ふわふわ

わたがしを上手に作りま

す 

カップにシロップを少量入

れ、氷を削ります。再度シ

ロップをいれますが、平等

になるように注意します。 

バナナを半分に切り、粗

めの輪切りにしてカップに

入れます。チョコとカラー

スプレーをかけて販売しま

す。 

遊びに来た人にルールの

説明をし、遊んでもらいま

す。打ち抜かれたパネル

を戻します。終了後に景

品を渡します。 

遊びに来た人にルールの

説明をし、遊んでもらいま

す。倒れた的を元に戻し

ます。終了後に景品を渡

します。 

遊びに来た人にルールの

説明をし、遊んでもらいま

す。沈んだコインを拾いタ

オルで拭きます。終了後

に景品を渡します。 

遊びに来た人にルールの

説明をし、遊んでもらいま

す。倒れたピンとボールを

元の位置に戻します。終

了後に景品を渡します。 

遊びに来た人にルールの

説明をし、遊んでもらいま

す。並べてある缶の整理

をします。終了後に景品

を渡します。 

遊びに来た人にルールの

説明をし、遊んでもらいま

す。投げ終わった輪を回

収します。終了後に景品

を渡します。 

フランクフルトはケチャッ

プやからしをつけ、紙の包

装と一緒に販売します。

唐揚げはカップに入れて

販売します。 



  

こどものまちが開催されるまで主な活動内容
3 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 

5 月  2 日 
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6 月 13 日 

 

 

 

6 月 27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 4 日 

 

 

 

 

（夏休み） 

7 月 22 日～

（13日間） 

 

8 月 1 日 

 

8 月 8 日 

 

8 月 9 日 

実行委員会 

企画運営委員会 

 

 

 

 

 

 

第 1 回こども実行委員会 

第 1 回実行委員会 

第 1 回企画運営委員会 

 

第 2 回こども実行委員会 

第 2 回企画運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回こども実行委員会 

第 3 回企画運営委員会 

 

 

第 4 回こども実行委員会 

第 4 回企画運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回こども実行委員会 

第 2 回実行委員会 

第 5 回企画運営委員会 

 

 

 

こども実行委員による 

準備活動 

 

大人ボランティア研修会 

 

全員による前日準備 

 

開催 

参加者の自己紹介、意見交換、役員の選出 

こども実行委員の募集内容検討、次回以降の日程確認 

 

 

 

 

 

 

昨年度の内容紹介、自己紹介、やりたいことの話し合い 

こども実行委員会の取組内容について検討 

次回以降の内容決定 

 

食べ物・遊び・雑貨・公共施設の 4 グループに別れ内容吟味 

グループ内リーダーの決定 

24 種類のブース内容について話し合い共通理解を図った 

 

 

 

 

 

 

ブースごとに必要なものや準備計画を立てた 

名前は「キッズタウン NARITA No.2」に通貨は「スター」に決定した 

次回の成田市場見学について確認 

 

成田市場を見学、コンセプトを決定 

市場では値札の付け方、商品の並べ方、クーポンの作り方を参考にした 

夏休みの計画作成 

 

 

 

 

 

 

作成したポスターを持ち寄り、全体ポスターの候補を選出 

綿あめ作成と試食 

ボランティア・協賛品のお願いについて確認 

 

 

看板などの装飾品 

おばけ屋敷の準備 

スターや市民証作成 

 



  

こどもたちの感想

私は缶つりを担当しました。去年も参加したので、今年もた

くさん人はくるだろうと思いました。そして当日、550 人もの

人がきてくれて、とってもうれしかったです。缶つりでは、は

じめはお客さんたくさんくるか心配だったけど、お客さんた

くさん来てくれて、売上は、1890 スターも売れて大いそがし

でした。でも、缶つりの時に、たくさんの人が来て、景品をわ

たす時に、並べてわたせない時があってあとから、もらって

ない人が出てきてしまい、後からわたすということがありまし

た。前日まで続いた準備では、かざり作りなど色々しまし

た。準備の時には、こども実行委員以外にも、大人の方々

や学生ボランティアの人に手伝ってもらったり、教えてもら

ったりしていただいて、うれしかったです。色々な方の協力

のもと、キッズタウンNARITA No.2は成こうし、新しい友だち

もできて、とても楽しかったです。 

【小学校 6年生 女の子 S さん】 

わたしが、キッズタウン NARITA No.2 に参加して、大人の

人達がくろうして、お金を集めている事がよくわかりました。

あと、わたしは、じゅんびのときあまり行ってなくて、でも、も

し来年もいくとしたら、来年はたくさん行って「スター」を集

めたいです。あと、コンセプトが、「みんながなごめて、楽し

くて、明るく、仲よしなまち」をコンセプトにして、よかったな

あと思いました。あと、入場者数がもくひょうが 300 人だった

けど、来た人数が 176人だったから、もし来年も行くなら、も

くひょうだった 300 人をこえたいです。 

あともう少し、しょう品をふやしておいたほうがいいなぁと思

いました。あと、大人のスタッフの人たちがわたし達に「アド

バイス」をしてもらって、とてもよくできたと思いました。 

今年のキッズタウン NARITA No.2 は大成功だと思いまし

た。 

【小学校 5年生 女の子 A さん】 

8 月 9日にキッズタウン NARITA がひらかれました。 

私は今年、手作り体験コーナーの店員をやりました。そこで

むずかしかったところは、どうすればたくさんお客さんがくる

か考えたところです。たくさんしっぱいしたりしたけれど、み

んなで協力したので、思っていた以上に手作り体験コーナ

ーにたくさんお客さんや働きに来る人がいました。とてもう

れしかったです。私は実行委員をやってたくさん友だちが

ふえました。かいぜんしたほうがよいところは、手作り体験コ

ーナーの店員を 5人くらいにふやしたほうがいい事です。 

実行委員をやって分からなかった事がたくさんありました。

だけど、友だちが助けてくれました。 

来年も、実行委員をやりたいです。 

【小学校 4年生 女の子 A さん】 

ぼくは、キッズタウン当日そうじ屋をたんとうした。キッズタウ

ンの始めの方は、ハローワークがそうじ屋のカードを入れわ

すれたみたいで、その時はひまでした。そのあとはハローワ

ークがそうじ屋のカードを入れたらさっきとはうそのようにい

そがしくなりました。ぼくは、はたらきにきた人の分たんをし

ていました。そこで反省する点が1つありました。それは、そ

うじ用具がたりなくなって、ごみひろいなどが多くなってごみ

ぶくろの消費量がはげしかったです。 

来年はこのようなミスがないようにしたいです。 

【小学校 5年生 男の子 T さん】 

わたしは、「キッズタウンNARITA」に入った時に、キッズタウ

ンって楽しいかな？って思いました。でもやってみて、楽し

いと思いました。わたしは、リサイクルショップをやってい

て、やることがたくさんありました。本ばんになり、人がたくさ

んやってきました。わたしは、いろいろな人にチラシをくばり

ました。でもよびかけが出きませんでした。リサイクルショッ

プには、はたらきたいという人がいっぱいいてうれしかった

です。しょう品もいっぱいうれてうれしかったです。しょう品も

うれのこったのは、15 こくらいでした。とてもうれしかったで

す。おわりの時に人がいっぱいきたからレジがたいへんで

した。おわった時に楽しかったなと思いました。 

【小学校 3年生 女の子 M さん】 

自分は、この度実行委員としてこどものまちに参加させてい

ただきました。ぼくは、キッズタウン NARITA No.2 に参加し

てほかの学校の子や自分と年れいが違う子たちといっしょ

に楽しく活動できてよかったです。 

また高校生と大人の方々もわたしたちのことをサポートして

くれて、とてもうれしかったし、楽しかったです。準備で手伝

いをしていると、工夫や大変なことがあり、自分だけでは、

できないことがたくさんありました。 

スタートから数ヶ月の間、準備を重ねてきましたが、発見、

学べることが多く、活動していて、ぼくはすごく楽しかったで

す。ぼくはよくふざけてしまって、自分としては至らない点が

多くありましたが、そこから学べることも多く、良い経験を積

むことができました。 

ぼくは、このキッズタウン NARITA No.2 に参加することがで

きてよかったです。このような企画をつくり支えてくださった

方々、本当にありがとうございました。 

【小学校 6年生 男の子 T さん】 

※一部抜粋 



 

 

【主催】 成田市こどものまち実行委員会 
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